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［背景・ねらい］ 

養鶏研究所では、田辺市龍神村で明治以前から飼育され、他の品種と交わりが無い県固有種‘龍

神地鶏’の雄と地鶏品種の‘ロードアイランドレッド’の雌を掛合わせた採卵用の地鶏‘龍神コッ

コ’を令和２年度に開発しました。令和３年８月からは玉子の販売が始まり、地域の特産品として

期待されています。‘龍神コッコ’は、広く普及している商用鶏のように品質の良い卵を長く産み

続けるように改良されていません。そこで、‘龍神コッコ’の玉子の生産向上につなげるため、雄

側の‘龍神地鶏’の体重、産卵率、卵殻破壊強度の改良に取り組みました。 

 

［研究の成果］ 

1. 生産能力を向上させるためには、体格を大きくする必要があることから、令和２年以降、‘龍

神地鶏’のうち体重が大きく繁殖能力の高い雄と産卵前期の産卵率の高く体重の大きい雌を選

抜し、人工授精で交配しました。選抜交配後の‘龍神地鶏’の12ヵ月齢時の平均体重は、雄は

改良前の1,174ｇから1,282ｇにまで増加しました。また、雌は、改良前の935ｇから1,055ｇ

まで顕著に増加しました（図１）。 自然交配では把握できなかった両親の個体の能力を、人工

授精を取り入れたことで把握でき、改良につながったと考えられました。 
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図１ 龍神地鶏12ヵ月齢体重
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2. 選抜交配後の‘龍神地鶏’の雌の

産卵率は、24～54週齢で、改良前

の 42.9％から 45.4％に向上しま

した（図２)。 

3. ‘龍神コッコ’は、産卵後期に卵

殻破壊強度が低下し、卵の殻が割

れ易くなります。これを改良する

ために、令和３年の‘龍神地鶏’

の雌を産卵中期まで個体別に調査

し、卵重、卵殻破壊強度、産卵率、

体重について、各々に優れたグル

ープに分け、選抜した雌の多くと

同じ親を持つ雄と交配しました。

令和４年は、この交配でできた４

グループの雌の卵を比較したとこ

ろ、卵殻グループが、他のグルー

プより卵殻破壊強度が有意に高く

なったことから、このグループを

卵殻の強い卵を産む‘龍神地鶏’

の系統とすることができました

（図３）。 

［成果のポイントと活用］  

1. ‘龍神コッコ’の雄親である‘龍神地鶏’を令和２年から令和４年まで人工授精で選抜交配を

繰り返すことで、体重および産卵率が向上しました。特に、雌の体重が向上しました。 

2. 改良した令和４年の‘龍神地鶏’は、卵重、卵殻破壊強度、産卵率、体重の４つのグループに

分け、比較したところ卵殻の強い‘龍神地鶏’の系統を作成出来ました。 

3. 今後、卵殻の強い系統の‘龍神地鶏’を中心に改良を進め、生産能力を高めた‘龍神コッコ’

を作成します。 
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図２ 龍神地鶏24-54週齢産卵率
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図３ 令和４年龍神地鶏グループ別比較
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